　　　
　　



	プログラム
	日　程
	時　　間
	テ 　ー 　マ
	講　師（敬称略）

	
	３／２１（土）
	13:00～14:00
	社会的養護の過去・現在・未来　　
	加賀美 尤祥

	
	
	14:15～15:45
	社会的養護におけるケア（総論）
	西澤 　　哲

	
	
	16:00～17:00
	アタッチメントとその喪失　
	奥山 眞紀子

	
	３／２２（日）
	　9:00～10:３0
	小規模市町村における在宅支援（コミュニティ・ケア）からみた社会的養護
	井上 　登生

	
	
	10:45～12:15
	里親養育を考える
	杉山 登志郎

	
	
	13:15～14:45
	移行期のケア　～ケアの連続性を考える～
	相澤　　 仁

	
	
	15:00～16:00
	総合討論
	出講講師陣



子ども・専門講座６
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社会的養護と子どものケア





期　　日：２０１5年 ３月2１日（土）～22日（日）


受講対象：子どもの虐待・いじめ防止・子どもの援助に携わるすべての専門職・行政職・


民間団体・ボランティアの方


定　　員：１２０名（定員になり次第締切りますのでホームページなどでご確認ください）


受 講 料：１２,０００円（税込み）　※昼食は各自でおとりください


会　　場：エムワイ貸会議室 TDビル ３階


東京都新宿区高田馬場１丁目２９－９（※詳細地図は受講証に添付します）


JR山手線・西武新宿線「高田馬場駅」戸山口より…徒歩約２分


　　　　　　　　　東京メトロ東西線「高田馬場駅」５番出口より…徒歩約５分


主  　催：公益財団法人　明治安田こころの健康財団　　TEL 03-3986-7021





******** 企画講師 ／／ 奥山　眞紀子　先生 ／／ ********


国立成育医療研究センター　こころの診療部長


加賀美　尤祥  先生 ： 山梨県立大学人間福祉学部　特任教授


西澤　　　哲　先生 ： 山梨県立大学人間福祉学部　教授


井上　　登生　先生 ： 医療法人　井上小児科医院　院長／福岡大学臨床教授（小児科）


杉山　登志郎　先生 ： 浜松医科大学児童青年期精神医学講座　特任教授


相澤　　　仁　先生 ： 国立武蔵野学院　院長　　　　　　　　　　　　　　【出講順】





講師ご紹介        





家族に養育能力がなくなったときに社会が子どもを育てる仕組みとして社会的養護があります。社会的養護で育てられる必要が生じる背景には、虐待を受けていたり、親の心身の問題があるなど、子どもにとってアタッチメントの問題やトラウマの問題を抱える養育が存在することが多いものです。加えて、養育に問題があった家庭でも、それまで育った環境から離れることは子どもにとって重要な喪失体験となる危険があります。今回は、社会的養護およびそこにおける子どものケアについて学ぶことを目的として本講座を企画しました。


最初に、社会的養護のこれまでと今後の展望を加賀美先生からご紹介いただき、西澤先生に社会的養護におけるケアについての総論を、続いて奥山がアタッチメントとその喪失を論じます。2日目には小規模市町村における在宅支援、里親養育、移行期のケアについて、それぞれ井上先生、杉山先生、相澤先生にお話しいただき、最後に皆で議論して研修内容を深めたいと思います。虐待を受けた子どもとかかわることの多い職業の方々、これからそのような治療を行っていきたいと考えている方々のご参加をお待ちしております。　　　　　　　　　　　【企画講師：奥山　眞紀子】








※プログラムは変更する場合がございます。あらかじめご了承ください。








